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学部担当科目

・社会心理学概論（後期）
・社会心理学研究法Ⅱ（後期）
・社会心理学応用実習Ⅰ・Ⅱ（前期・後期）
・文化心理学（前期）
・社会心理学特殊講義（前期）
・社会心理学演習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ（前期・後期）

大学院修士課程
担当科目
（博士前期課程含）

・社会心理学特論Ⅰ（前期）
・
・
・

授業科目

平　成　25　年　度　　教　育　研　究　業　績　書

取得学位

　日本社会心理学会、日本心理学会、日本グループ・ダイナミックス学会、
　Society for Personality and Social Psychology、日本火災学会

　社会的規範の機能的側面に関する研究

平成25年度社会心理学応用実習Ⅰ・Ⅱの報告書（学内外向け）を作成した。

日本社会心理学会「社会心理学研究」編集委員

　東京大学大学院人文社会系研究科博士課程　単位取得満期退学

　博士（社会心理学）　東京大学大学院人文社会系研究科　2008年4月

　社会心理学

最終学歴

　【研究上の特記事項】

１．文部科学省科学研究費　新学術領域研究「法と人間科学」（領域代表：仲真紀子（北
海道大学））において、責任概念班（代表：唐沢穣（名古屋大学））の研究分担者を務め
た。
２．文部科学省科学研究費　基板研究B（代表：山口勧（東京大学）の研究分担者を務め
た。

専門分野

所属学会

研究課題

　【教育上の特記事項】

　【社会的活動】

　【学内活動】
（学内職歴を含む）

全学入試委員会委員、博物館委員、セクシュアル・ハラスメント防止相談員
サッカー部・フットサルサークル・手話サークル顧問

大学院博士後期課程
担当科目

・
・
・
・

通信教育部担当科目

・心理学基礎（集中）
・
・
・



共著

単著

単著

単著

④

②潜在的態度の測定法と政治
研究への応用について

⑤

①命令的規範からの逸脱と記
述的規範認知が行為の責任判
断と原因認知に及ぼす効果

③

④

⑤

①

③

（その他）

②

⑤

⑤

④

日本認知心理学会（編）
項目執筆「潜在認知とその測定」

③

（学会発表）

①対人的脅威が潜在的自尊心
の補償的高揚に及ぼす影響

②

②

③

④

ポスター発表

口頭発表

（学術論文）

（著書）

著書､学術論文等の名称

研究業績[著書、学術論文等]

①認知心理学ハンドブック

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名

称

発行又は
発表の年月

単著､
共著
の別

概　　　　　　　要

平成26年3月 pp.181-190

有斐閣平成25年12月

奈良大学紀要42巻

日本社会心理学会第
54回大会

日本選挙学会研究発
表会

平成25年5月

平成25年11月


